


8
月
24
日
、
道
北
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
が
豊
富
地
域
家
畜
市

場
に
て
行
わ
れ
、
当
農
協
か
ら
6
戸
21
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
員
は
、
ア
ル
タ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
、
細
野

淳
氏
が
務
め
、
乳
牛
と
し
て
の
資
質
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ョ
ー
で
は
、
内
田
喜
久
男
さ
ん
出
品
の
「
ウ
チ

ア
メ

イ
ジ
ン
グ

エ
リ
ザ
ベ
ス

チ
プ
」
が
1
位
、
1
部
で
は
、
小
椋
義
則

さ
ん
出
品
の
「
オ
ム
ラ

ス
ト
ー
ン

ハ
ー
ト

ブ
ー
テ
イ
ー
」
が
1

等
2
席
、
2
部
で
は
、
赤
坂
一
弘
さ
ん
出
品
の
「
マ
タ
ド
ー
ア

ド

ツ
ク

ス
テ
ラ
」
が
1
等
1
席
、
3
部
で
は
、
赤
坂
一
弘
さ
ん
出
品

の
「
マ
タ
ド
ー
ア

ジ
ヤ
コ
ビ
ー

ク
レ
ア
」
が
1
等
1
席
、
4
部
で

は
、
内
田
喜
久
男
さ
ん
出
品
の
「
ハ
ツ
ピ
ー
ラ
イ
ン

ジ
ヤ
コ
ビ
ー

ラ
ス
タ
ー
」
が
1
等
3
席
、
5
部
で
は
、
小
椋
義
則
さ
ん
出
品
の

「
オ
ム
ラ

Ｍ
Ｓ

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
」
が
1
等
3
席
、
7
部
で
は
、

赤
坂
一
弘
さ
ん
出
品
の
「
ル
ー
ジ
ユ
モ
ン
テ

キ
ン
グ
ス
ウ
エ
イ

ド

ア
マ
ン

ハ
ピ
ネ
ス

Ｅ
Ｔ
」
が
1
等
2
席
、
同
じ
く
赤
坂
一
弘
さ
ん

出
品
の
「
ニ
シ
キ

ソ
ロ
モ
ン

チ
ヤ
ー
チ
エ
ル

ス
ー
」
が
1
等
3
席
、

9
部
で
は
、
小
椋
義
則
さ
ん
出
品
の
「
オ
ム
ラ

フ
ジ
サ
ン

ブ
ラ

ツ
ク

Ｅ
Ｔ
」
が
1
等
1
席
、
11
部
で
は
、
小
椋
義
則
さ
ん
出
品
の

「
オ
ム
ラ

ヒ
ル

ア
ン
ド
リ
ユ
ー
」
が
1
等
1
席
と
好
成
績
を
収
め
、

3
部
の
赤
坂
一
弘
さ
ん
出
品
の
「
マ
タ
ド
ー
ア

ジ
ヤ
コ
ビ
ー

ク

レ
ア
」
が
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
、
9
部
の
小
椋
義
則
さ
ん
出
品

の
「
オ
ム
ラ

フ
ジ
サ
ン

ブ
ラ
ッ
ク

Ｅ
Ｔ
」
が
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ

イ
ト
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、
豊
富
町
の
栗
城
一
貴
さ

ん
が
16
部
に
出
品
し
た
「
エ
ツ
セ
ン
ス

ゴ
ー
ル
ド

ア
ポ
ロ
エ
ル

ダ
ー
ハ
ム

Ｅ
Ｔ
」
が
、
リ
ザ
ー
ブ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、

同
じ
く
栗
城
一
貴
さ
ん
が
16
部
に
出
品
し
た
「
エ
ツ
セ
ン
ス

ウ
イ

ン
ド

ブ
ル
ツ
ク

ゴ
ー
ル
ド

ア
ポ
ロ
」
が
輝
き
ま
し
た
。

審査員

細野淳氏

インターミディエイトチャンピオンに輝いた

「オムラ フジサン ブラック ＥＴ」

ジュニアチャンピオンに輝いた

「マタドーア ジヤコビー クレア」

「ＨＬ エレガンス マウンテン シド」

「ウチ プロフイツト ソロモン マークイス」



9
月
28
日
～
29
日
、
安
平
町
の
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
場
に

て
、
第
17
回
北
海
道
総
合
畜
産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
、
宗
谷
南
農
協

か
ら
は
3
戸
9
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ッ
ジ
は
、
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
農
業
協
同
組
合

審
査
部
次
長
の
田
井
道
広
氏
が
務
め
、
乳
牛
と
し
て
の
資
質
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

第
1
部
で
は
、
小
椋
義
則
さ
ん
出
品
の
「
オ
ム
ラ

ス
ト
ー
ン

ハ
ー
ト

ブ
ー
テ
イ
ー
」
が
1
等
1
席
、
第
3
部
で
は
、
赤
坂
一
弘
さ
ん
出
品
の

「
マ
タ
ド
ー
ア

ジ
ヤ
コ
ビ
ー

ク
レ
ア
」
が
1
等
5
席
、
第
11
部
で
は
、

小
椋
義
則
さ
ん
出
品
の
「
オ
ム
ラ

ヒ
ル

ア
ン
ド
リ
ユ
ー
」
が
1
等
2

席
、
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ
育
成
シ
ニ
ア
ク
ラ
ス
で
は
、
内
田
喜
久
男
さ
ん
出

品
の
「
ウ
チ

ア
メ
イ
ジ
ン
グ

エ
リ
ザ
ベ
ス

チ
プ
」
が
1
等
4
席
と
好

成
績
を
残
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
大
樹
町
の
㈱
エ
ン
ブ
レ
ム
ー
Ｋ
が
出
品

し
た
「
エ
ン
ブ
レ
ム
Ｋ

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

シ
エ
リ
ー
」
が
、
リ
ザ
ー
ブ
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
上
士
幌
町
の
小
椋
淳
一
さ
ん
出
品
の
「ハ
イ

ロ
ー
ド

ソ
ロ
モ
ン

チ
エ
イ
サ
ー
」
が
輝
き
ま
し
た
。

「オムラ ストーン ハート ブーテイー」

「マタドーア ドツク ステラ」

オフィシャルジャッジ

田井道広氏

「マタドーア ジヤコビー クレア」

「オムラ ヒル アンドリユー」

「ウチ アメイジング エリザベス チプ」 「ハツピーライン ジヤコビー ラスター」

「オムラ MS エーデルワイス」 「ニシキ ソロモン チヤーチエル スー」 「ルージユモンテ キングスウエイ

ドアマン ハピネス ET」



9
月
20
日
～
21
日
に
、
ホ
ク
レ
ン
豊
富
地
域
家
畜
市
場
に
て
、
ス
マ
ー
ト
酪
農
農

業
機
械
展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
省
力
生
産
や
高
品
質
生

産
を
実
現
す
る
新
た
な
農
業
で
あ
り
、
酪
農
生
産
管
理
分
野
に
お
い
て
も
、
担
い
手

の
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
将
来
の
酪
農
を
支
え
る
力
と
し
て
大
き
な
期

待
が
集
ま
っ
て
い
る
技
術
で
す
。

今
回
の
展
示
会
は
、
両
日
と
も
実
演
が
行
わ
れ
、
20
日
に
は
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム
及
び
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
の
現

状
と
活
用
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
ホ
ク
レ
ン
農
業
総
合
研
究
所
の
方
か

ら
講
演
が
あ
り
、
ま
た
、
「
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
形
態
別
機
械
の
特
長
に
つ
い
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
北
海
道
オ
リ
オ
ン
株
式
会
社
と
デ
ラ
バ
ル
株
式
会
社
は
、
ボ
ッ
ク
ス
型

と
ロ
ー
タ
リ
ー
型
、
株
式
会
社
コ
ー
ン
ズ
・
エ
ー
ジ
ー
は
、
ボ
ッ
ク
ス
型
、
株
式
会
社

ピ
ュ
ア
ラ
イ
ン
で
は
、
つ
な
ぎ
牛
舎
型
の
も
の
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。両

日
と
も
行
わ
れ
た
実
演
で
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ト
ラ
ク
タ
ー
の
試
乗
会
な
ど
が
あ
り
、

実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
職
場
体
験
で
9
月
11
日
～
12
日
の
2
日
間

資
材
店
舗
に
来
て
く
れ
た
の
は
枝
幸
中
学
校
2
年
生
の
中
島
結
萌
さ
ん
で

す
。
慣
れ
な
い
環
境
の
中
で
、
一
生
懸
命
職
場
体
験
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
仕
事
の
中
で
も
書
類
の
整
理
は
単
調
な
作
業
が
続
く
中
、
黙
々
と
作

業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
。

事
務
作
業
の
合
間
を
縫
っ
て
、
資
材
店
舗
で
扱
っ
て
い
る
資
材
や
飼
料
を

見
て
も
ら
い
、
普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
資
材
の
種
類
の
多
さ
や
在
庫

し
て
い
る
数
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

2
日
間
の
短
い
期
間
で
し
た
が
、
貴
重
な
体
験
の
中
で
何
か
少
し
で
も
学

ぶ
こ
と
が
出
来
た
な
ら
良
い
職
場
体
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。



10
月
16
日
（
水
）
金
融
共
済
店
舗
に
て
、
枝
幸
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
事
業
所

防
火
訪
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

事
業
所
防
火
訪
問
は
、
令
和
元
年
秋
の
全
道
火
災
予
防
運
動
が
10
月
15
日
か
ら

31
日
ま
で
行
わ
れ
る
中
で
の
啓
蒙
活
動
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
10
時
30
分
金
融
店
舗
に
訪
れ
た
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
枝
幸
保
育
所
年
長
児
）

20
名
の
ク
ラ
ブ
員
は
、
揃
い
の
ハ
ッ
ピ
を
着
て
、
「
火
の
用
心

火
の
取
り
扱
い
に
は
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
」と
元
気
よ
く
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

10
月
２
日
、
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
監
理
団
体
で
あ
る
、

（
公
財
）
東
亜
総
研
東
亜
人
材
北
見
主
催
に
よ
り
、
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
幸
林
に
て
枝
幸
・
浜
頓
別
・
雄
武
地
域
の
ベ
ト
ナ
ム

技
能
実
習
生
が
集
い
、
昼
食
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
猿

払
村
か
ら
雄
武
町
ま
で
の
地
域
の
ベ
ト
ナ
ム
技
能
実
習
生
15

名
が
参
加
し
、
う
ち
枝
幸
町
か
ら
は
大
塚
牧
場
か
ら
２
名
と

㈱
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
枝
幸
か
ら
４
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
で
２
回
目
を
迎
え
た
交
流
会
は
昨
年
よ
り
参
加
者
が

増
え
、
さ
ら
に
賑
や
か
と
な
り
、
お
い
し
い
料
理
を
囲
み
な

が
ら
、
日
本
で
体
験
し
た
こ
と
、
経
験
な
ど
を
語
り
合
い
、

会
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

を
行
い
、
出
て
き
た
番
号
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。



ＪＡ共済連北海道は、大規模な災害が起きた時の

備えとして、災害時に利用できる「非常用給水タン

ク１０リットル」１０万個を全道ＪＡに配布いたし

ます。

飲料水や生活用水等の確保に

利用することが可能で、９月上

旬から配布し、災害への備えの

意識向上を呼びかけます。

ＪＡ共済連は、組合員・地域

住民の安全・安心に貢献できる

活動にこれからも取り組んでい

きます。

９月５、６日、東京都内で開催された商談会

「インフォメーションバザール」に特別協力し、

道内１４ＪＡとともに出展、道内の農畜産物や加

工品を紹介しました。

今年はＪＡ出展エリアの一角に「窓口」を設置

しナビゲーター役が各ＪＡのブースを案内したほ

か、バイヤーズガイド「なまらうまい！

ＪＡ」を配布し、ＪＡや

特産品のＰＲに工夫を凝

らし、より多くの人に道

産の魅力を伝えました。

２０１８年９月６日に発生した北海道胆振東部地震から１年が経ち、その間、ＪＡグループ北海道に対して全

国の皆様より、多大なるご支援をいただきました。そのご支援に対するお礼として、９月６日の朝日新聞と農業

新聞に感謝広告並びに動画メッセージを掲載いたしました。私たちＪＡグループ北海道は今後とも、被災された

組合員・組合員家族を支援して参ります。皆様方からのご支援、本当にありがとうございました。

グループ通信 ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連 ＪＡ共済連北海道

ホクレン
ホクレンと北海道米販売拡大委員会は、８月２

５日に開催された「北海道マラソン２０１９」の

前日と前々日に、会場となる大通公園にて北海道

産のもち米を使った「赤飯おこわ」を無料配布し

ました。マラソンでは、グリコーゲンなどが豊富

な食物により体内にエネルギー源をため込むこと

が推奨されていることから、例年に続きこの取り

組みを実施。特設会場で「エナジーブース」とい

う看板を掲げ、もち米が有

効であることをアピールし

ました。

ＪＡ北海道厚生連

７月２６日(金)岡山県で開催された「第６０回
日本人間ドック学会」の中で、全国の４施設が人

間ドック健診施設機能評価優秀賞に選出され、そ

の１施設として旭川厚生病院が表彰されました。

今般、平成３０年度に人間ドック健診施設機能評

価を受審した施設を対象に選考が行われ、「健診

当日に健診結果を説明している」「専門スタッフ

が保健指導を実施している」「精密検査や治療が

必要な受診者に対するフォロー

アップが適切である」が評価さ

れ、人間ドック健診施設機能評

価優秀賞に選ばれました。

ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容

を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥ

Ｂサイトをご覧ください。



10月23日～26日に、農業用廃プラの回収を行いました。今回の回収

量はおよそ105ｔありました。春の回収ではおよそ87ｔでしたので合計す

るとおよそ192ｔの農業用廃プラを回収しました。

農業用廃プラはリサイクル可能な大事な資源ですので今後とも農業

用廃プラの回収にご協力お願いします。

～廃プラ回収時のお願い～
日頃より、廃プラ回収に対しご理解ご協力をして頂き、ありがとうござ

います。

平成27年より、現在の形で廃プラ回収を行い、処理しておりますが、
廃プラ回収後はトレーラーに積み替え、処理場に運搬して頂いており

ます。その際に、フレコンバックの口が開いていると、中のラップ等が飛

び散ってしまうので、回収の際は必ずフレコンバックの口を締めて頂く

ようお願い致します。

10月23日、枝幸町公共育成牧場にて一斉退牧が行われました。

天候にも恵まれた中、春の入牧時に比べ１００㎏以上増体した育成牛を

相手に苦戦しながらも、枝幸町の若手酪農家や枝幸町職員、農協職員が

協力して作業を行いました。

当日、自分の牧場に帰る牛達はおよそ２００頭ほどで、残りは継続して

公共育成牧場と雄武町のアグリ牧場に預けられることとなります。

10月6日、道の駅「マリーンアイランド岡島」にて、よくばりフェスタが開催され、当農協も牛乳、乳製品

のＰＲとして参加しました。

今年は、台風の影響で開催が危ぶまれましたが、当日は大変良い天気となり、開催する事が出来ま

した。メインのブースの一つである「サケのつかみ取り」は、残念ながら中止になってしまいましたが大

勢の来場客で賑わい、当農協は、青年部・女性部の協力のもと、乳製品格安販売及び牛乳・じゃがバ

ターの無料配布を行いました。無料配布では開始前から列が出来、500セット用意した牛乳・じゃがバ

ターは全て配布できました。格安販売についても用意した300セットは無事、完売致しました。

今年も、格安販売や無料配布を通じて乳製品のＰＲが出来たと思います。



10月より使用が始まっている、新しい選定種雄牛を紹
介します。（国産）

今月のクミカンにて選定表を配布しています。

※前期より継続しているものもあります。

○JP3H56732 グリーンハイツ コスモポリス ET
父 モーグル 母の父 オブザーバー

『特徴』高能力・好体型・GNTP第1位のオールラウンダー

産乳成分全国第1位、乳蛋白質全国第1位！

○JP3H57077 SMF スノー アンブローズ ET
父 マツカチエン 母の父 スノーマン

『特徴』体型改良に特化したマツカチエン息子牛

乳用強健性・乳器の改良に貢献！

○JP3H56827 フイールドハギ スーパー メリツト ET
父 スーパーサイアー 母の父 ブツケム

『特徴』能力・体型・管理形質に優れたバランスブル

乳器全国第1位！乳成分率オールプラス＆低い体細胞！

○JP3H56757 サンワード STEP ドロリッチ ET
父 ドロシー 母の父 ナイアグラ

『特徴』高能力かつ低い体細胞で収益アップに貢献

体細胞スコア全国第1位、乳量全国第2位！

○JP3H56991 JC ウイナー エクシード ET
父 エピツク 母の父 ドロシー

『特徴』理想的な肢蹄構造と後乳頭の配置で牛群管理に最適

肢蹄全国第2位、乳量全国第4位の枝幸産牛！

○JP3H57714X デイベロツプ ミスターP ET
父 パワーボールP 母の父 シヨツトグラス

『特徴』体型と能力のトータル改良を目指す方におすすめ！

無角因子キャリアで、産子の無角確率50％

娘：ﾏﾘｱ ｾﾌﾞﾝ ｺｽﾓﾎﾟﾘｽ（2産目）

娘：C.F ｱﾝﾌﾞﾛｰｽﾞ ｱﾃﾞｲﾀﾞｽ（2産目）→

娘たち

娘：ｻｸﾏ ﾄﾞﾛﾘﾂﾁ ﾜｲﾝﾓｰﾙ ﾌﾀｺﾞ

娘：ﾍﾞﾈﾂﾄ ｴｸｼｰﾄﾞ ｻﾃｲﾝ
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